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○ご存知ですか？ごみ減量化推進キャッチフレーズ
　「ゴミなし ムダなし きれいな佐野市」（米川茜音さんの作品）

○『紙類の分別』
　燃えるごみの中に紙類が３０％くらい出されています。そこで、燃える
　ごみの減量化には、再資源化できる『紙類』の分別徹底をお願い
　します。
　なお、シュレッダー処理をした紙は、飛散しないように紙袋や封筒に
　入れて出してください。

○生ごみの減量化
　家庭の台所ごみは≪水切り（ひとしぼり）の徹底≫、この
　ほか、庭の手入れによる≪雑草などの乾燥化≫により、夏場に
　増加する生ごみの量を減らすことができます。

○生ごみのたい肥化
　生ごみの自家処理を推進する、家庭用生ごみ処理機器設置費補助
　金制度を設けています。（下記参照）
　生ごみ処理機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３分の１相当　上限３０，０００円
　コンポスト容器、たい肥化促進剤専用容器　３分の２相当　上限　６，０００円

○『マイ・バッグ運動』
　買い物時にご自分のバッグを持参し、レジ袋を断ることにより、燃え　
　るごみの減量を図る運動です。『マイ・バッグ推進啓発週間』
　（毎月第１水曜日から第２火曜日まで）を実施しています。
※『出来ることから始めよう』、身近にできる『ごみの減量化』

お問合せ　佐野市クリーン推進課　☎２３－８１５３または☎２２－２６５４
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◎分析方法［景況動向指数（ＤＩ）による］
　景況指数は、好況・不況の差を指数にしたものであり、基準指数が「０」で上限限度は、＋100・－
100となり、プラスは景況の好転、マイナスは景況の悪化をあらわしている。

業況（商業・サービス業）
卸売業
その他の小売業（大型店含む）
サービス業

小売業（飲・食料品）
飲食店

Ｈ19.10～12
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Ｈ20.１～３

Ｈ18.10～12
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Ｈ18.10～12

　佐野市内の建設業・製造業・商業・サービス業290社を対象に調査した。

☆業況について

５月10日（土）あくとプラザ
１０：００～１７：００

　・アントキの猪木と狩野英孝による

　　お笑いライブ

　・炎神戦隊ゴーオンジャーショー

　・地元小学校等による一輪車演技

　　技やし吹奏楽演奏

　・物産展　など

１９：３０～

　・花火大会（秋山川葛生大橋北川原）

　　お問い合せは葛生産業協会

　　（☎８５－３７００）まで。

　全業種のＤＩ指数は▲19.3、前期に比べ1.3ポイント下落した。
　業種別では、繊維品製造業のみ4.2プラスポイントとなっており、その他卸売業・化学、プラスチック製
造業・建設業・飲食店・サービス業など全ての業種でマイナスポイントとなっている。飲食店が最も低く
▲54.5ポイント、次いでその他の製造業が▲51.2ポイント、サービス業が▲32.3ポイント、建設業が▲
29.3ポイントとなっている。
　前期比で見ると、小売業（飲・食料品）の改善幅が最も多く15.3ポイント、次いでその他の小売業（大
型店含む）13.9ポイント、設備業9.7ポイントとなっており、逆に飲食店36.1ポイント、その他の製造業
28.1ポイント、サービス業16.1ポイントそれぞれ下落した。

（平成20年１月～３月）
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業況（製造業）
繊維品製造業
機械・金属製造業
その他の製造業

食品製造業
化学・プラ製造業

0.0

▲20.0

▲40.0

▲60.0

10.0

▲10.0

▲30.0

▲50.0

▲60.0

佐野商工会議所景況調査
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掛金の全額所得控除による節税額一覧表

※１．「課税される所得金額」とはその年分の総所得金額から、基礎控除、扶養控除、
社会保険料控除等を控除した後の額で、課税の対象となる額をいいます。

※２．税額は、平成19年１月１日現在の税率に基づいています。

課税される
所得金額

加入前の税額 加入後の節税額

住 民 税所 得 税 掛金月額１万円

200万円

400万円

600万円

800万円

1,000万円

204,000円

404,000円

604,000円

804,000円

1,004,000円

102,500円

372,500円

772,500円

1,204,000円
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